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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金銭収納ケースが引き出されるまたは押し出される側の面を正面として配置される横置
き状態と、前記横置き状態のときの前記正面が上面となるように配置される縦置き状態と
に配置される筐体と、
　前記筐体における前記横置き状態のときの上面の一部または下面の一部に設けられ、前
記筐体の前記縦置き状態のときに、手前側が開放方向となる開閉蓋と、
　前記金銭収納ケースと前記開閉蓋とを個別にロックするロック機構と、
　一方向に回転したときに前記ロック機構による前記金銭収納ケースのロックを解除し、
逆方向に回転したときに前記ロック機構による前記開閉蓋のロックを解除する回転体を有
する開閉機構と、
　を備えていることを特徴とする金銭収納装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の金銭収納装置において、前記ロック機構は、前記金銭収納ケースをロ
ックする第１ロック部と、前記開閉蓋をロックする第２ロック部と、を備えていることを
特徴とする金銭収納装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の金銭収納装置において、前記開閉機構の前記回転体は
、１つの駆動源によって正転および逆転する第１回転体と、前記駆動源によって前記第１
回転体と同じ方向に回転する第２回転体と、を備え、前記第１回転体の正転によって前記
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ロック機構による前記金銭収納ケースのロックを解除し、前記第２回転体の逆転によって
前記ロック機構による前記開閉蓋のロックを解除することを特徴とする金銭収納装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の金銭収納装置において、前記第１回転体と前記第２回転体とは、同一
形状で、かつ同一構造であることを特徴とする金銭収納装置。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の金銭収納装置において、前記第１回転体と前記第２回
転体とは、前記駆動源によって回転する１つの中間回転体によって同じ方向に正転および
逆転することを特徴とする金銭収納装置。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれかに記載の金銭収納装置において、前記開閉機構は、前記
回転体のホームポジションを検出する位置検出部を備えていることを特徴とする金銭収納
装置。
【請求項７】
　請求項１～請求項６のいずれかに記載の金銭収納装置において、前記開閉機構は、前記
筐体の前記横置き状態と前記縦置き状態とを検出する設置検出部を備えていることを特徴
とする金銭収納装置。
 
 
 
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、電子レジスタに用いられる金銭収納装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、金銭収納装置においては、特許文献１に記載されているように、筐体内に第１
収納ケースと第２収納ケースとを引出可能に積層させて収納し、第１収納ケースに設けら
れたシリンダ錠で第１収納ケースを筐体に対して施錠し、第１収納ケースが筐体内から引
き出された状態で、第２収納ケースに設けられたロック部材によって第２収納ケースを筐
体に対してロックする構造のものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１９６７４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような金銭収納装置では、シリンダ錠によって筐体に対する第１収
納ケースの施錠を解除して、第１収納ケースを筐体内から引き出した状態でなければ、ロ
ック部材を操作して、筐体に対する第２収納ケースのロックおよびそのロックを解除する
ことができない。
【０００５】
　このため、このような金銭収納装置では、第１収納ケースと第２収納ケースとを個別に
操作して筐体に対するロックおよびロック解除ができないため、第１収納ケースと第２収
納ケースとを個別に筐体内から個別に引き出して、個別に使用することができず、使い勝
手が悪いという不都合がある。
【０００６】
　この発明が解決しようとする課題は、複数の収納部を個別に開放させて良好に使用でき
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る金銭収納装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は、金銭収納ケースが引き出されるまたは押し出される側の面を正面として配
置される横置き状態と、前記横置き状態のときの前記正面が上面となるように配置される
縦置き状態とに配置される筐体と、前記筐体における前記横置き状態のときの上面の一部
または下面の一部に設けられ、前記筐体の前記縦置き状態のときに、手前側が開放方向と
なる開閉蓋と、前記金銭収納ケースと前記開閉蓋とを個別にロックするロック機構と、一
方向に回転したときに前記ロック機構による前記金銭収納ケースのロックを解除し、逆方
向に回転したときに前記ロック機構による前記開閉蓋のロックを解除する回転体を有する
開閉機構と、を備えていることを特徴とする金銭収納装置である。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、複数の収納部である金銭収納ケースと開閉蓋とを個別に開放させて
良好に使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】この発明を電子レジスタに適用した一実施形態を示した構成図である。
【図２】図１に示された金銭収納装置を横置き状態で金銭収納ケースを引き出した状態を
示した斜視図である。
【図３】図２に示された金銭収納ケースを分解して示した斜視図である。
【図４】図２に示された金銭収納装置の横置き状態で引き出された金銭収納ケース内に硬
貨ボックスを縦置き状態で使用可能となるように配置した状態を示した斜視図である。
【図５】図１に示された金銭収納装置を縦置き状態で開閉蓋を開いた状態を示した斜視図
である。
【図６】図５に示された縦置き状態の金銭収納ケースを分解して示した斜視図である。
【図７】図５に示された縦置き状態の金銭収納ケース内の硬貨ボックスを手前側の蓋開口
部に向けてスライドさせた状態を示した斜視図である。
【図８】図１に示された縦置き状態における金銭収納装置の内部構造を示し、（ａ）は開
閉蓋を閉じた状態の断面図、（ｂ）は開閉蓋を開いた状態の断面図である。
【図９】図１に示された横置き状態の筐体の一部破断して、金銭収納装置内に設けられた
ロック機構および開閉機構を示した平面図である。
【図１０】図９に示されたロック機構の第１ロック部による金銭収納ケースのロックが解
除されて金銭収納ケースが押し出された状態を示した平面図である。
【図１１】図９に示されたロック機構の第２ロック部のＡ－Ａ矢視における断面を示し、
（ａ）は第２ロック部によって開閉蓋をロックした状態を示した断面図、（ｂ）は第２ロ
ック部による開閉蓋のロックが解除された状態を示した断面図である。
【図１２】図９に示された開閉機構を示し、（ａ）はロック機構によって金銭収納ケース
と開閉蓋とがロックされた状態における開閉機構のホームポジションを示した図、（ｂ）
はロック機構の第１ロック部によってロックされた金銭収納ケースのロックを解除した状
態における開閉機構の第１解除ポジションを示した図、（ｃ）はロック機構の第２ロック
部によってロックされた開閉蓋のロックを解除いた状態における開閉機構の第２解除ポジ
ションを示した図である。
【図１３】図１に示された縦置き状態の金銭収納装置を示し、（ａ）は金銭収納装置の開
閉蓋に設けられたスタンドの構造を示した斜視図、（ｂ）は縦置き状態の金銭収納装置を
斜め下側見て脚部を示した斜視図である。
【図１４】図１３（ａ）に示されたスタンドの変形例を示し、（ａ）はスタンドの第１変
形例を示した斜視図、（ｂ）はスタンドの第２変形例を示した斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
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　以下、図１～図１３を参照して、この発明を適用した電子レジスタの一実施形態につい
て説明する。
　この電子レジスタは、図１に示すように、金銭収納装置１とタブレット端末機２とを備
え、これらの間で無線通信によってデータの授受を行うように構成されている。この場合
、金銭収納装置１は、横置設置である横置き状態と縦置設置である縦置き状態との何れか
の状態で配置されるように構成されている。
【００１１】
　すなわち、金銭収納装置１は、図１～図３に示すように、筐体３を備えている。この筐
体３は、横置き状態のときに、内部に金銭収納ケース４が引出可能に収納されるように構
成されている。すなわち、この筐体３は、金銭収納ケース４が引き出されるまたは押し出
される側の面を正面３ａとして配置した横置き状態のときに、高さ方向よりも奥行き方向
の方が長くなるように構成されている。
【００１２】
　この場合、筐体３は、図１～図３に示すように、横置き状態のときに、高さ方向よりも
奥行き方向の方が長く、かつ高さ方向よりも奥行き方向と直交する筐体３の正面３ａの横
幅方向の方が長く形成されている。また、この筐体３の正面３ａには、横置き状態のとき
に、筐体３の正面３ａの左側の側部を除いて、金銭収納ケース４を出没させるためのケー
ス開口部５が右寄りに設けられている。
【００１３】
　金銭収納ケース４は、図１～図３に示すように、筐体３内に収納された際に、筐体３の
正面３ａに位置する前面部がケース開口部５と同じ大きさで、筐体３の横置き状態のとき
に、筐体３の正面３ａの横幅方向よりも短く、高さが筐体３の高さよりも少し低く、かつ
奥行きが筐体３の奥行きよりも短い箱状に形成されている。この金銭収納ケース４は、筐
体３の横置き状態のときに、上面側が開放された箱状に形成されている。
【００１４】
　また、この金銭収納ケース４は、図１～図３に示すように、スライド機構６によって筐
体３内にスライド可能に収納されるように構成されている。このスライド機構６は、金銭
収納ケース４の両側部に設けられたケースガイドレール６ａと、筐体３内に設けられて金
銭収納ケース４のケースガイドレール６ａをガイドする筐体ガイドレールおよびガイドロ
ーラ（いずれも図示せず）と、を備え、金銭収納ケース４を引き出す引出方向にスライド
させるように構成されている。
【００１５】
　また、筐体３は、図１、図５～図７に示すように、横置き状態のときの正面３ａが上面
となるように配置した縦置き状態での使用が可能となるように、筐体３における横置き状
態のときの上面３ｂの一部に手前側が開放方向となる開閉蓋７が回動機構８によって開閉
可能に設けられている。
【００１６】
　この場合、スライド機構６は、図２に示すように、金銭収納ケース４を、開放された上
面が開閉蓋７で覆われた第１位置、つまり金銭収納ケース４が筐体３内に収納された状態
のときの位置から、開放された上面が開閉蓋７から開放される第２位置、つまり金銭収納
ケース４が筐体３内から引き出された状態のときの位置に移動させるように構成されてい
る。
【００１７】
　この筐体３の横置き状態のときの上面３ｂには、図１、図５～図７に示すように、筐体
３内に収納された金銭収納ケース４の上面側の開放面に対応する蓋開口部１０が設けられ
ている。この蓋開口部１０は、筐体３の横置き状態で筐体３の正面３ａを手前側に向けた
のときに、左側の側部と奥側の奥部とを除いて、右前側に偏って設けられている。開閉蓋
７は、蓋開口部１０と同じ大きさで、筐体３内に収納された金銭収納ケース４を覆って蓋
開口部１０を開閉可能に塞ぐように構成されている。
【００１８】
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　回動機構８は、図１および図６に示すように、筐体３の横置き状態のときに、奥行き方
向における開閉蓋７の奥側に設けられた回動軸８ａを備え、この回動軸８ａの両端部が筐
体３の上面３ｂの蓋開口部１０の奥側に回転可能に取り付けられた構成になっている。こ
れにより、開閉蓋７は、回動機構８の回動軸８ａを中心に上下方向に回動することにより
、蓋開口部１０を開閉可能に塞ぐように構成されている。
【００１９】
　すなわち、この回動機構８は、図１および図６に示すように、横置き状態のときの筐体
３の正面３ａが上面となり、横置き状態のときの筐体３の上面３ｂが正面となる縦置き状
態のときに、蓋開口部１０の奥側が下部側となり、この下部側に回動軸８ａが位置し、こ
の回動軸８ａを中心に開閉蓋７を手前側に回転させて蓋開口部１０を開放させるように構
成されている。
【００２０】
　ところで、金銭収納ケース４は、図２および図３に示すように、筐体３が横置き状態の
ときに、上側が金銭投入口として開放された箱状に形成されている。この金銭収納ケース
４は、内部に複数の硬貨ボックス１１と第１紙幣ボックス１２とが着脱可能に収納される
ように構成されている。硬貨ボックス１１は、硬貨を金種ごとに収納するケースであり、
上面側が硬貨投入口として開放されている。第１紙幣ボックス１２は、紙幣を金種ごとに
収納するケースであり、上面側が紙幣投入口として開放されている。
【００２１】
　この場合、硬貨ボックス１１は、図２および図３に示すように、筐体３が横置き状態の
ときに、金銭収納ケース４の引出方向つまりスライド方向である前後方向に対して直交す
る横幅方向が金銭収納ケース４とほぼ同じ長さで、金銭収納ケース４の引出方向つまりス
ライド方向である前後方向の長さが、金銭収納ケース４の前後方向の長さのほぼ１／４程
度と短く、かつ上下方向の高さ（深さ）が金銭収納ケース４の高さ（深さ）の半分程度と
低い（浅い）ほぼ箱状に形成されている。
【００２２】
　すなわち、これら複数の硬貨ボックス１１は、図２および図３に示すように、筐体３が
横置き状態のときに、金銭収納ケース４の内部の前側に金銭収納ケース４の引出方向つま
りスライド方向である前後方向に並列に並んだ第１の取付状態である横置きの取付状態で
配置されるように構成されている。
【００２３】
　また、この硬貨ボックス１１は、図２および図３に示すように、筐体３が横置き状態の
ときの金銭収納ケース４の前後方向の前面側の下部が、円弧状の湾曲面に形成されている
が、これに限定されず、例えば底面が平面の直方体のような形状の箱状であっても良い。
さらに、この硬貨ボックス１１は、内部が複数の仕切板１１ａによって金種ごとに仕切ら
れている。
【００２４】
　これら複数の硬貨ボックス１１は、図３に示すように、筐体３が横置き状態のときに、
金銭収納ケース４の引出方向である前後方向に対して直交する横幅方向の両側面に一対の
係合突起１３ａ、１３ｂが設けられている。これら一対の係合突起１３ａ、１３ｂは、筐
体３が横置き状態のときに、金銭収納ケース４内の両側面に対向して設けられた一対の第
１取付溝１４ａ、１４ｂに上方からスライド可能に挿入されることにより、硬貨ボックス
１１を金銭収納ケース４内に位置規制して配置させるように構成されている。
【００２５】
　これら一対の係合突起１３ａ、１３ｂは、図３に示すように、筐体３が横置き状態のと
きに、金銭収納ケース４の引出方向である硬貨ボックス１１の前後方向における長さが、
硬貨ボックス１１の高さ方向の長さよりも長い角棒状に形成されている。すなわち、一対
の係合突起１３ａ、１３ｂは、金銭収納ケース４の引出方向である硬貨ボックス１１の前
後方向の横幅１３ｃが、金銭収納ケース４の高さ方向である硬貨ボックス１１の上下方向
の厚み１３ｄよりも長く形成されている。
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【００２６】
　この場合、金銭収納ケース４の一対の第１取付溝１４ａ、１４ｂは、図３に示すように
、筐体３が横置き状態のときに、金銭収納ケース４の引出方向である前後方向の溝幅１４
ｃが、硬貨ボックス１１の前後方向における一対の係合突起１３ａ、１３ｂの横幅１３ｃ
と同じ大きさで、上下方向の長さ１４ｄが、硬貨ボックス１１の上下方向における一対の
係合突起１３ａ、１３ｂの高さ、つまり硬貨ボックス１１の上端部から各係合突起１３ａ
、１３ｂまでの高さと同じ長さで設けられている。
【００２７】
　これにより、硬貨ボックス１１は、図２および図３に示すように、筐体３が横置き状態
のときに、一対の係合突起１３ａ、１３ｂが金銭収納ケース４内の一対の第１取付溝１４
ａ、１４ｂに上方からスライド可能に挿入された際に、硬貨ボックス１１の上端部と金銭
収納ケース４の上端部とがほぼ同じ高さで配置されるようになっている。この場合、一対
の第１取付溝１４ａ、１４ｂは、金銭収納ケース４内における前側のほぼ半分の領域に前
後方向に並列に並んで設けられている。
【００２８】
　また、これら一対の係合突起１３ａ、１３ｂは、図３に示すように、金銭収納ケース４
の引出方向である硬貨ボックス１１における前後方向に対して直交する方向の両側面にお
ける前後方向の横幅１３ｃと上下方向の厚み１３ｄとが左右で異なっている。すなわち、
硬貨ボックス１１の両側面における一方の側面、例えば左側の側面に設けられた一方の係
合突起１３ａは、上下方向の厚み１３ｄが、硬貨ボックス１１の両側面における他方の側
面、例えば右側の側面に設けられた他方の係合突起１３ｂにおける上下方向の厚み１３ｄ
よりも厚く形成されている。
【００２９】
　また、硬貨ボックス１１の両側面における一方の側面、例えば左側の側面に設けられた
一方の係合突起１３ａは、図３に示すように、金銭収納ケース４の引出方向である硬貨ボ
ックス１１の前後方向の横幅１３ｃが、硬貨ボックス１１の両側面における他方の側面、
例えば右側の側面に設けられた他方の係合突起１３ｂにおける前後方向の横幅１３ｃより
も長く形成されている。
【００３０】
　このため、一対の第１取付溝１４ａ、１４ｂは、図３に示すように、金銭収納ケース４
内の両側面における引出方向である前後方向の溝幅１４ｃが左右で異なっている。すなわ
ち、金銭収納ケース４内の両側面のうちの一方の側面に設けられた一方の第１取付溝１４
ａ、例えば左側の内側面に設けられた一方の第１取付溝１４ａは、前後方向の溝幅１４ｃ
が、他方の側面に設けられた他方の第１取付溝１４ｂ、例えば右側の内側面に設けられた
他方の第１取付溝１４ｂにおける前後方向の溝幅１４ｃよりも長く形成されている。
【００３１】
　この場合、金銭収納ケース４内の両側面のうちの一方の側面に設けられた一方の第１取
付溝１４ａ、例えば左側の内側面に設けられた一方の第１取付溝１４ａは、図３に示すよ
うに、上下方向の長さが、他方の側面に設けられた他方の第１取付溝１４ｂ、例えば右側
の内側面に設けられた他方の第１取付溝１４ｂにおける上下方向の長さと同じ長さに形成
されている。
【００３２】
　これにより、硬貨ボックス１１は、図３に示すように、一方の側面である左側の側面に
設けられた一方の係合突起１３ａが、金銭収納ケース４内の両側面のうちの一方の側面で
ある左側の内側面に設けられた一方の第１取付溝１４ａに対応し、硬貨ボックス１１の他
方の側面である右側の側面に設けられた他方の係合突起１３ｂが、金銭収納ケース４内の
両側面のうちの他方の側面である右側の内側面に設けられた他方の第１取付溝１４ｂに対
応した際に、硬貨ボックス１１の左右一対の係合突起１３ａ、１３ｂが金銭収納ケース４
内の一対の第１取付溝１４ａ、１４ｂに挿入するように構成されている。
【００３３】
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　このため、硬貨ボックス１１は、図３に示すように、硬貨ボックス１１の左右一対の係
合突起１３ａ、１３ｂが金銭収納ケース４内の一対の第１取付溝１４ａ、１４ｂに挿入し
た際に、硬貨ボックス１１の上端部と金銭収納ケース４の上端部とが同じ高さで、硬貨ボ
ックス１１の湾曲面が正面側を向いた第１の取付状態である横置きの取付状態で配置され
るように構成されている。
【００３４】
　この場合、硬貨ボックス１１は、図３に示すように、一方の側面である左側の側面に設
けられた一方の係合突起１３ａが、金銭収納ケース４内の両側面のうちの他方の側面であ
る右側の内側面に設けられた他方の第１取付溝１４ｂに対応し、硬貨ボックス１１の他方
の側面である右側の側面に設けられた他方の係合突起１３ｂが、金銭収納ケース４内の両
側面のうちの一方の側面である右側の内側面に設けられた一方の第１取付溝１４ａに対応
しても、硬貨ボックス１１の左右一対の係合突起１３ａ、１３ｂが金銭収納ケース４内の
一対の第１取付溝１４ａ、１４ｂに挿入しないように構成されている。
【００３５】
　このため、硬貨ボックス１１の左右一対の係合突起１３ａ、１３ｂと金銭収納ケース４
内の一対の第１取付溝１４ａ、１４ｂとは、図２および図３に示すように、金銭収納ケー
ス４内に配置される硬貨ボックス１１の前後方向の向きを規制する前後位置規制部を構成
している。これにより、硬貨ボックス１１は、左右一対の係合突起１３ａ、１３ｂと金銭
収納ケース４内の一対の第１取付溝１４ａ、１４ｂとによって、金銭収納ケース４内に配
置される硬貨ボックス１１の前後方向の向きを間違えないように構成されている。
【００３６】
　一方、第１紙幣ボックス１２は、図２および図３に示すように、筐体３が横置き状態の
ときに、金銭収納ケース４の引出方向である前後方向における後部側、つまり奥側に配置
されるように構成されている。すなわち、この第１紙幣ボックス１２は、金銭収納ケース
４の引出方向である前後方向に対して直交する横幅方向が金銭収納ケース４と同じ長さで
、金銭収納ケース４の引出方向である前後方向の長さが金銭収納ケース４の前後方向の長
さのほぼ半分程度と短く、かつ高さ（深さ）が金銭収納ケース４と同じ高さ（深さ）のほ
ぼ箱状に形成されている。
【００３７】
　この第１紙幣ボックス１２は、図２および図３に示すように、内部が複数の仕切板１２
ａによって金種ごとに仕切られている。これら複数の仕切板１２ａそれぞれは、筐体３が
横置き状態のときに、第１紙幣ボックス１２の底面に対して垂直に近い角度、つまり底面
に対して第１紙幣ボックス１２の前側に向けて少し傾いた傾斜角度で起立して設けられて
いる。これにより、第１紙幣ボックス１２は、複数の仕切板１２ａによって紙幣を金種ご
とに垂直に近い角度で起立させて収納するように構成されている。
【００３８】
　また、この第１紙幣ボックス１２は、図２および図３に示すように、筐体３が横置き状
態のときに、金銭収納ケース４の引出方向である前後方向に対して直交する横幅方向の両
側面にそれぞれ前後一対の規制突起１５ａ、１５ｂが設けられている。これら一対の規制
突起１５ａ、１５ｂは、筐体３が横置き状態のときに、金銭収納ケース４内における横幅
方向の両側面に設けられた前後一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂにスライド可能に挿入さ
れることにより、第１紙幣ボックス１２の前後方向の向きを規制して金銭収納ケース４内
に配置されるように構成されている。
【００３９】
　すなわち、一対の規制突起１５ａ、１５ｂそれぞれは、図３に示すように、筐体３が横
置き状態のときに、第１紙幣ボックス１２の上下方向の高さ１５ｃが、金銭収納ケース４
の引出方向である第１紙幣ボックス１２の前後方向の横幅１５ｄよりも長い角棒状に形成
されている。この場合、一対の規制突起１５ａ、１５ｂは、金銭収納ケース４の高さ方向
である第１紙幣ボックス１２の上下方向の高さ１５ｃが、金銭収納ケース４の引出方向で
ある第１紙幣ボックス１２の前後方向の横幅１５ｄよりも長く形成されている。
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【００４０】
　また、金銭収納ケース４の前後一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂそれぞれは、図３に示
すように、筐体３が横置き状態のときに、金銭収納ケース４の引出方向である前後方向の
溝幅１６ｃが、金銭収納ケース４の引出方向である第１紙幣ボックス１２の前後方向にお
ける一対の規制突起１５ａ、１５ｂの横幅１５ｄと同じ大きさで、金銭収納ケース４の上
端部から下端部に亘って設けられている。
【００４１】
　これにより、第１紙幣ボックス１２は、図２および図３に示すように、筐体３が横置き
状態のときに、前後一対の規制突起１５ａ、１５ｂが金銭収納ケース４内の前後一対の第
２取付溝１６ａ、１６ｂに上方からスライド可能に挿入されて、第１紙幣ボックス１２の
下面が金銭収納ケース４の底面に当接した際に、第１紙幣ボックス１２の上端部と金銭収
納ケース４の上端部とがほぼ同じ高さで配置されるようになっている。
【００４２】
　この場合、前後一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂは、図３に示すように、金銭収納ケー
ス４内における奥側のほぼ半分の領域において前後方向に並列に並んで設けられている。
また、第１紙幣ボックス１２における前後一対の規制突起１５ａ、１５ｂは、金銭収納ケ
ース４の引出方向である第１紙幣ボックス１２の前後方向の横幅１５ｄが左右で異なって
いる。
【００４３】
　すなわち、第１紙幣ボックス１２の横幅方向の両側面における一方の側面、例えば左側
の側面に設けられた前後の各規制突起１５ａは、前後方向の各横幅１５ｄが、第１紙幣ボ
ックス１２の両側面における他方の側面、例えば右側の側面に設けられた前後の各規制突
起１５ｂにおける前後方向の各横幅１５ｄよりも長く（広く）形成されている。
【００４４】
　このため、前後一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂは、図３に示すように、金銭収納ケー
ス４内の両側面における前後方向の溝幅１６ｃが左右で異なっている。すなわち、金銭収
納ケース４内の両側面のうちの一方の側面に設けられた前後の各第２取付溝１６ａ、例え
ば左側の内側面に設けられた前後の各第２取付溝１６ａは、前後方向の各溝幅１６ｃが、
他方の側面に設けられた前後の各第２取付溝１６ｂ、例えば右側の内側面に設けられた前
後の各第２取付溝１６ｂにおける前後方向の各溝幅１６ｃよりも長く（広く）形成されて
いる。
【００４５】
　これにより、第１紙幣ボックス１２は、図３に示すように、一方の側面である左側の側
面に設けられた前後の各規制突起１５ａが、金銭収納ケース４内の両側面のうちの一方の
側面である左側の内側面に設けられた前後の各第２取付溝１６ａにそれぞれ対応し、第１
紙幣ボックス１２の他方の側面である右側の側面に設けられた前後の各規制突起１５ｂが
、金銭収納ケース４内の他方の側面である右側の内側面に設けられた前後の各第２取付溝
１６ｂにそれぞれ対応した際に、第１紙幣ボックス１２の各規制突起１５ａ、１５ｂが金
銭収納ケース４の各第２取付溝１６ａ、１６ｂに挿入するように構成されている。
【００４６】
　この場合、第１紙幣ボックス１２は、図３に示すように、一方の側面である左側の側面
に設けられた前後の各規制突起１５ａが、金銭収納ケース４内の両側面のうちの他方の側
面である右側の内側面に設けられた前後の各第２取付溝１６ｂにそれぞれ対応し、第１紙
幣ボックス１２の他方の側面である右側の側面に設けられた前後の各規制突起１５ｂが、
金銭収納ケース４内の一方の側面である左側の内側面に設けられた前後の各第２取付溝１
６ａにそれぞれ対応しても、第１紙幣ボックス１２の各規制突起１５ａ、１５ｂが金銭収
納ケース４の各第２取付溝１６ａ、１６ｂに挿入しないように構成されている。
【００４７】
　このため、第１紙幣ボックス１２は、図２および図３に示すように、前後一対の規制突
起１５ａ、１５ｂが金銭収納ケース４の前後一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂにそれぞれ
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対応して挿入された際に、第１紙幣ボックス１２の下面が金銭収納ケース４の底面に当接
して、第１紙幣ボックス１２の上端部と金銭収納ケース４の上端部とが同じ高さで、金銭
収納ケース４内に配置されることにより、第１紙幣ボックス１２の前後方向の向きが規制
されるように構成されている。
【００４８】
　これにより、第１紙幣ボックス１２の前後一対の規制突起１５ａ、１５ｂと、金銭収納
ケース４内の前後一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂとは、図２および図３に示すように、
金銭収納ケース４内に配置される第１紙幣ボックス１２の前後方向の向きを規制する前後
位置規制部を構成している。このため、第１紙幣ボックス１２は、前後一対の規制突起１
５ａ、１５ｂと金銭収納ケース４内の前後一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂとによって、
金銭収納ケース４内に配置される第１紙幣ボックス１２の前後方向の向きを間違えないよ
うに構成されている。
【００４９】
　この場合、第１紙幣ボックス１２の前後一対の規制突起１５ａ、１５ｂにおける各横幅
１５ｄと、金銭収納ケース４内の前後一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂにおける各溝幅１
６ｃとは、図２および図３に示すように、硬貨ボックス１１における左右両側面に設けら
れた一対の係合突起１３ａ、１３ｂの上下方向の各厚み１３ｄと同じ長さに形成されてい
る。
【００５０】
　このため、硬貨ボックス１１は、図３および図４に示すように、金銭収納ケース４内か
ら第１紙幣ボックス１２を取り外した状態で、第１紙幣ボックス１２が配置される金銭収
納ケース４内に、硬貨ボックス１１の開放側である硬貨投入口を金銭収納ケース４の前側
面に向けた第２の取付状態である横向きの取付状態で配置されるように構成されている。
【００５１】
　すなわち、硬貨ボックス１１は、図３および図４に示すように、開放側である硬貨投入
口を横に向けて、一対の係合突起１３ａ、１３ｂを金銭収納ケース４内の前後一対の第２
取付溝１６ａ、１６ｂに上方からスライドさせて挿入させることにより、第１紙幣ボック
ス１２が配置される金銭収納ケース４内に第２の取付状態である横向きの取付状態で配置
されるように構成されている。
【００５２】
　この場合、複数の硬貨ボックス１１は、図３および図４に示すように、一方の側面であ
る左側の側面に設けられた各係合突起１３ａが、金銭収納ケース４内の両側面のうちの一
方の側面である左側の内側面に設けられた前後の各第２取付溝１６ａにそれぞれ対応し、
各硬貨ボックス１１の他方の側面である右側の側面に設けられた各係合突起１３ｂが、金
銭収納ケース４内の他方の側面である右側の内側面に設けられた前後の各第２取付溝１６
ｂにそれぞれ対応した際に、硬貨ボックス１１の一対の係合突起１３ａ、１３ｂが金銭収
納ケース４の前後一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂに挿入するように構成されている。
【００５３】
　この場合、複数の硬貨ボックス１１は、図３および図４に示すように、一方の側面であ
る左側の側面に設けられた各係合突起１３ａが、金銭収納ケース４内の両側面のうちの他
方の側面である右側の内側面に設けられた前後の各第２取付溝１６ｂにそれぞれ対応し、
各硬貨ボックス１１の他方の側面である右側の側面に設けられた各係合突起１３ｂが、金
銭収納ケース４内の一方の側面である左側の内側面に設けられた前後の各第２取付溝１６
ａにそれぞれ対応しても、硬貨ボックス１１の一対の係合突起１３ａ、１３ｂが金銭収納
ケース４の前後一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂに挿入しないように構成されている。
【００５４】
　このため、複数の硬貨ボックス１１は、図３および図４に示すように、各係合突起１３
ａ、１３ｂが金銭収納ケース４の各第２取付溝１６ａ、１６ｂにそれぞれ対応して挿入さ
れた際に、金銭収納ケース４内に開放側の硬貨投入口を金銭収納ケース４の前側に向けた
状態で配置されることにより、各硬貨ボックス１１の前後方向の向きが規制されるように
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構成されている。
【００５５】
　これにより、複数の硬貨ボックス１１の一対の係合突起１３ａ、１３ｂと金銭収納ケー
ス４内の前後一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂとは、図３および図４に示すように、横向
き状態のときに、金銭収納ケース４内に配置される複数の硬貨ボックス１１の前後方向の
向き、つまり図５に示すように、縦置き状態のときの上下方向の向きを規制する位置規制
部を構成している。
【００５６】
　このため、複数の硬貨ボックス１１は、図３、図４および図５に示すように、一対の係
合突起１３ａ、１３ｂと金銭収納ケース４内の前後一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂとに
よって、横置き状態の金銭収納ケース４内に配置される硬貨ボックス１１の前後方向の向
き、つまり縦置き状態の金銭収納ケース４内に配置される硬貨ボックス１１の上下方向の
向きを間違えないように構成されている。
【００５７】
　一方、この金銭収納装置１は、図１、図５～図８に示すように、横置き状態のときの筐
体３の正面３ａが上面となる縦置き状態にした際に、横置き状態のときの筐体３の正面３
ａに対して反対側の裏面３ｃが下面となり、この下面の四隅に図１３（ｂ）に示すゴム製
の脚部１７が設けられている。また、筐体３内には、縦置き状態のときに、金銭収納ケー
ス４が縦向き状態で収納されている。これにより、縦置き状態の筐体３の上面に位置する
ケース開口部５は、金銭収納ケース４の前面部によって塞がれている。
【００５８】
　この場合、金銭収納ケース４は、図５～図８に示すように、内部から第１紙幣ボックス
１２が取り外され、この取り外された第１紙幣ボックス１２の設置領域内に複数の硬貨ボ
ックス１１が上下２段に配置されるように構成されている。すなわち、複数の硬貨ボック
ス１１は、一対の係合突起１３ａ、１３ｂが金銭収納ケース４内の一対の第２取付溝１６
ａ、１６ｂにそれぞれスライド可能に挿入されて、開放側の硬貨投入口が上方に向いた状
態で配置されるように構成されている。
【００５９】
　また、筐体３に設けられた開閉蓋７は、図５～図８に示すように、筐体３が縦置き状態
のときに、手前側の正面を向き、横置き状態ときの奥側に設けられた回動機構８の回動軸
８ａが縦置き状態になると、筐体３の下部側に位置し、この下部側の回動軸８ａを中心に
手前側に向けて回動することにより、蓋開口部１０を開放させるように構成されている。
この開閉蓋７の内面には、第２紙幣ボックス１８が着脱可能に設けられている。
【００６０】
　この第２紙幣ボックス１８は、図５～図８に示すように、第１紙幣ボックス１２と同様
、紙幣を金種ごとに収納するものであり、開閉蓋７の内面とほぼ同じ大きさの底面を備え
た箱状に形成されている。この場合、第２紙幣ボックス１８は、筐体３が縦置き状態のと
きに、開放された状態の開閉蓋７上に配置され、この状態で高さ方向の厚みが横置き状態
の第１紙幣ボックス１２の高さ方向の厚みのほぼ半分程度と薄く形成されている。
【００６１】
　また、この第２紙幣ボックス１８は、図５～図８に示すように、筐体３が縦置き状態で
、開放された状態の開閉蓋７上に配置されたときに、上面側が紙幣投入口として開放され
、内部が複数の仕切板１８ａによって金種ごとに仕切られている。この場合、複数の仕切
板１８ａそれぞれは、第２紙幣ボックス１８の底面に対して第２紙幣ボックス１８の前側
に向けて第１紙幣ボックス１２の仕切板１２ａよりも大きく傾いた角度で傾斜して設けら
れている。これにより、第２紙幣ボックス１は、紙幣が複数の仕切板１２ａによって金種
ごとに前側に向けて大きく傾いて収納されるように構成されている。
【００６２】
　このため、第２紙幣ボックス１８は、図５～図８に示すように、筐体が縦向き状態で、
開閉蓋７が下部側に位置する回動軸８ａを中心に回動して筐体３の蓋開口部１０を塞いだ
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際に、図８（ａ）および図８（ｂ）に示すように、複数の硬貨ボックス１１の各前面に対
面した状態で、複数の硬貨ボックス１１を奥側に押し込んで、金銭収納ケース４内に収納
されるように構成されている。
【００６３】
　この開閉蓋７の外面には、図１、図５および図１３（ａ）に示すように、スタンド２０
を収納するスタンド収納部２１が設けられている。スタンド２０は、筐体３が縦置き状態
で、開閉蓋７が手前側に向けて回動して横倒することにより、筐体３の蓋開口部１０を開
放させた際に、スタンド収納部２１内から抜け出して開閉蓋７を支持するように構成され
ている。
【００６４】
　すなわち、このスタンド２０は、図１、図５および図１３（ａ）に示すように、一対の
アーム部２０ａと、これら一対のアーム部２０ａの端部同士を連結する連結部２０ｂと、
を備えている。スタンド収納部２１は、スタンド２０の一対のアーム部２０ａが遊びをも
って配置される一対のアーム収納凹部２１ａと、スタンド２０の連結部２０ｂが遊びをも
って配置される連結収納凹部２１ｂと、を備えている。
【００６５】
　この場合、スタンド２０は、図１３（ａ）に示すように、一対のアーム部２０ａがスタ
ンド収納部２１の一対のアーム収納凹部２１ａ内に遊びをもって収納され、連結部２０ｂ
がスタンド収納部２１の連結収納凹部２１ｂ内に遊びをもって収納された状態で、連結部
２０ｂと反対側に位置する一対のアーム部２０ａの各端部がスタンド収納部２１の一対の
アーム収納凹部２１ａ内の両側部に取付軸２０ｃによって回転自在に取り付けられている
。
【００６６】
　これにより、スタンド２０は、図１に示すように、筐体３が縦置き状態のときに、スタ
ンド２０の自重によって取付軸２０ｃを中心に回転して、スタンド収納部２１内に起立状
態で収納されるように構成されている。また、このスタンド２０は、図５および図１３（
ａ）に示すように、筐体３が縦置き状態で、開閉蓋７が手前側に向けて横倒して筐体３の
蓋開口部１０を開放させる際に、スタンド２０の自重によって取付軸２０ｃを中心に回転
することにより、開閉蓋７の開き角度に応じてスタンド収納部２１内から徐々に抜け出す
ように構成されている。
【００６７】
　さらに、このスタンド２０は、図５、図８（ｂ）および図１３（ａ）に示すように、筐
体３が縦置き状態で、開閉蓋７が手前側に向けて回転して横倒することにより、筐体３の
蓋開口部１０を開放させた際に、一対のアーム部２０ａが開閉蓋７に対してほぼ垂直な状
態になり、連結部２０ｂが卓上などの載置面Ｔ上に配置されることにより、開閉蓋７をほ
ぼ水平な状態で支持するように構成されている。
【００６８】
　これにより、スタンド２０は、図５、図８（ｂ）および図１３（ａ）に示すように、筐
体３が縦置き状態で開閉蓋７が横倒して開いていても、スタンド２０が開閉蓋７を載置面
Ｔとほぼ平行な水平状態で支持することにより、筐体３を安定した状態で配置するように
構成されている。すなわち、このスタンド２０は、筐体３が縦置き状態で開閉蓋７が横倒
して開いた状態のときに、筐体３の重心位置が開閉蓋７側に向けて移動して、不安定な状
態になるが、開閉蓋７が横倒して開いた縦置き状態の筐体３を安定させた状態で配置させ
るように構成されている。
【００６９】
　ところで、この金銭収納装置１は、図９～図１２に示すように、金銭収納ケース４と開
閉蓋７とを個別にロックするロック機構２２と、このロック機構２２による金銭収納ケー
ス４と開閉蓋７とのロックを個別に解除する開閉機構２３と、を備えている。ロック機構
２２は、金銭収納ケース４をロックする第１ロック部２４と、開閉蓋７をロックする第２
ロック部２５と、を備えている。
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【００７０】
　第１ロック部２４は、図９および図１０に示すように、筐体３内に金銭収納ケース４が
収納された状態のときに、金銭収納ケース４の奥端部と筐体３の奥端部との間に位置する
筐体３内に回動可能に設けられた回転フック２６と、金銭収納ケース４の奥端部に設けら
れて回転フック２６に係脱可能に係止されるケースフック２７と、筐体３内の奥端部に設
けられて金銭収納ケース４を筐体３のケース開口部５から外部に向けて押し出す方向に付
勢する第１ばね部２８と、を備えている。
【００７１】
　すなわち、この第１ロック部２４は、図９および図１０に示すように、筐体３内の奥側
に設けられた回転支持軸２４ａに回転フック２６が回転自在に取り付けられ、この回転フ
ック２６が第１補助ばね部２９によって所定の方向、つまり回転フック２６がケースフッ
ク２７を係止する方向、例えば時計回り方向に付勢されるように構成されている。
【００７２】
　これにより、第１ロック部２４は、図９および図１０に示すように、金銭収納ケース４
が筐体３内に押し込まれて、金銭収納ケース４の奥端部が第１ばね部２８を押圧して圧縮
させた際に、金銭収納ケース４の奥端部に設けられたケースフック２７が、筐体３内の奥
側に設けられた回転フック２６を第１補助ばね部２９のばね力に抗して反時計回りに回転
させた上、第１補助ばね部２９のばね力によって回転フック２６を時計回り方向に回転さ
せて、回転フック２６がケースフック２７を係止することにより、筐体３内に押し込まれ
た金銭収納ケース４をロックするように構成されている。
【００７３】
　また、この第１ロック部２４は、図９および図１０に示すように、筐体３内の奥側に設
けられた回転フック２６が第１補助ばね部２９のばね力に抗して回転して、回転フック２
６による金銭収納ケース４のケースフック２７に対する係止が解除された際に、第１ばね
部２８のばね力によって金銭収納ケース４を筐体３内から外部に向けて押し出すように構
成されている。
【００７４】
　一方、第２ロック部２５は、図１１（ａ）および図１１（ｂ）に示すように、筐体３が
横置き状態のときに、金銭収納ケース４の引出方向に対して直交する横幅方向の側面とこ
れに対向する筐体３内の側面との間に位置する筐体３内に配置されて金銭収納ケース４の
引出方向にスライドするスライドフック３０と、開閉蓋７の内面に設けられてスライドフ
ック３０に係脱可能に係止される蓋フック３１と、開閉蓋７を筐体３の蓋開口部１０から
外部に向けて押し出す方向に付勢する第２ばね部３２と、を備えている。
【００７５】
　この場合、スライドフック３０は、図１１（ａ）および図１１（ｂ）に示すように、筐
体３が横置き状態のときに、第２補助ばね部３３によって筐体３の正面３ａ側に向けて引
き寄せる方向に付勢されている。すなわち、第２補助ばね部３３は、一端部が金銭収納ケ
ース４に対向する筐体３内の側面に設けたれた固定部３３ａに取り付けられ、他端部がス
ライドフック３０に設けられた取付部３３ｂに取り付けられ、この状態でスライドフック
３０を筐体３の正面３ａ側に向けて引き寄せる方向に付勢するように構成されている。
【００７６】
　蓋フック３１は、図１１（ａ）および図１１（ｂ）に示すように、開閉蓋７の内面に設
けられ、回動機構８の回動軸８ａを中心に開閉蓋７と共に回転することにより、スライド
フック３０に係脱可能に係止されるように構成されている。第２ばね部３２は、ねじりコ
イルばねであり、回動軸８ａの外周に配置された状態で、一端部３２ａが筐体３内の側面
に設けたれた固定ピン３２ｃに係止され、他端部３２ｂが開閉蓋７の内面または蓋フック
３１の内面に弾接して設けられ、この状態で回動軸８ａを中心に開閉蓋７と共に蓋フック
３１を蓋開口部１０から押し出す方向に付勢するように構成されている。
【００７７】
　これにより、第２ロック部２５は、図１１（ａ）および図１１（ｂ）に示すように、開
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閉蓋７が第２ばね部２８のばね力に抗して回動機構８の回動軸８ａを中心に回転して、筐
体３の蓋開口部１０を塞ぐ際に、開閉蓋７に設けられた蓋フック３１が筐体３内にスライ
ド可能に設けられたスライドフック３０を第２補助ばね部３３のばね力に抗してスライド
させた上、蓋フック３１がスライドフック３０に第２補助ばね部３３のばね力によって係
止されることにより、開閉蓋７が筐体３の蓋開口部１０を塞いだ状態で、開閉蓋７をロッ
クするように構成されている。
【００７８】
　また、この第２ロック部２５は、図１１（ｂ）に示すように、スライドフック３０が第
２補助ばね部３３のばね力に抗して筐体３の奥側に向けてスライドした際に、スライドフ
ック３０による蓋フック３１の係止が解除されるように構成されている。この第２ロック
部２５は、スライドフック３０による蓋フック３１の係止が解除された際に、第２ばね部
３２のばね力によって蓋フック３１が開閉蓋７と共に回動機構８の回動軸８ａを中心に回
転して、開閉蓋７を筐体３の蓋開口部１０から押し出して蓋開口部１０を開放させるよう
に構成されている。
【００７９】
　ところで、開閉機構２３は、図９および図１２に示すように、１つの駆動源であるモー
タ３４と、このモータ３４の出力軸に設けられて回転する駆動車３５と、この駆動車３５
によって正転および逆転する中間車３６と、この中間車３６によって正転および逆転する
第１回転体３７と、中間車３６によって正転および逆転する第２回転体３８と、を備えて
いる。この開閉機構２３は、筐体３内に金銭収納ケース４が収納された状態のときに、金
銭収納ケース４の奥端部と筐体３の奥端部との間に位置する筐体３内に設けられている。
【００８０】
　この場合、中間車３６は、図９および図１２に示すように、駆動車３５によって回転す
る平歯車であり、筐体３内の奥部に設けられた中間支持軸３６ａに回転自在に取り付けら
れ、モータ３４の出力軸に取り付けられた駆動車３５によって正転および逆転するように
構成されている。第１回転体３７は、中間車３６に噛み合って回転する平歯車であり、筐
体３内に設けられた第１支持軸３７ａに回転可能に取り付けられ、中間車３６の回転によ
って正転および逆転するように構成されている。
【００８１】
　この第１回転体３７には、図９および図１２に示すように、正転（例えば、時計回り方
向に回転）した際に、第１ロック部２４の回転フック２６を回転させる第１カムピン４０
が設けられる。この場合、回転フック２６には、図１２（ａ）および図１２（ｂ）に示す
ように、第１カムピン４０の回転移動軌跡上に突出する解除突起２６ａが設けられている
。
【００８２】
　これにより、第１回転体３７は、図９および図１２に示すように、正転（時計回り方向
に回転）した際に、第１カムピン４０が回転フック２６の解除突起２６ａに当接して回転
移動することにより、回転フック２６を第１補助ばね部２９のばね力に抗して反時計回り
方向に回転させて、回転フック２６によるケースフック２７のロックを解除するように構
成されている。
【００８３】
　一方、第２回転体３８は、図９および図１２に示すように、第１回転体３７と同様、中
間車３６に噛み合って回転する平歯車であり、筐体３内に設けられた第２支持軸３８ａに
回転可能に取り付けられ、中間車３６の回転によって第１回転体３７と同じ方向に正転お
よび逆転するように構成されている。
【００８４】
　この第２回転体３８には、図９および図１２に示すように、逆転（反時計回り方向に回
転）した際に、第２ロック部２５のスライドフック３０を第２補助ばね部３３のばね力に
抗してスライドさせる第２カムピン４１が設けられる。この場合、スライドフック３０に
は、第２カムピン４１の回転移動軌跡上に突出する解除フック３０ａが設けられている。
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この第２回転体３８は、第１回転体３７と同一形状で、同一構造になっている。
【００８５】
　これにより、第２回転体３８は、図１２（ａ）～図１２（ｃ）に示すように、逆転（反
時計回り方向に回転）した際に、第２カムピン４１がスライドフック３０の解除フック３
０ａに当接して回転移動することにより、スライドフック３０を第２補助ばね部３３のば
ね力に抗してスライドさせて、スライドフック３０による蓋フック３１のロックを解除す
るように構成されている。
【００８６】
　すなわち、この開閉機構２３は、図１２（ａ）～図１２（ｃ）に示すように、モータ３
４の回転に伴って中間車３６が回転して、第１回転体３７と第２回転体３８とが共に時計
回り方向に正転した際に、第２回転体３８の第２カムピン４１がスライドフック３０の解
除フック３０ａから離れる方向に回転移動し、第１回転体３７の第１カムピン４０が回転
フック２６の解除突起２６ａに向けて回転移動して解除突起２６ａに当接することにより
、回転フック２６を第１補助ばね部２９のばね力に抗して回転させて、回転フック２６に
よるケースフック２７のロックを解除するように構成されている。
【００８７】
　また、この開閉機構２３は、図１２（ａ）～図１２（ｃ）に示すように、モータ３４の
回転に伴って中間車３６が回転して、第１回転体３７と第２回転体３８とが共に反時計回
り方向に逆転した際に、第１回転体３７の第１カムピン４０が回転フック２６の解除突起
２６ａから離れる方向に回転移動し、第２カムピン４１がスライドフック３０の解除フッ
ク３０ａに向けて回転移動して解除フック３０ａに当接することにより、スライドフック
３０を第２補助ばね部３３のばね力に抗してスライドさせて、スライドフック３０による
蓋フック３１のロックを解除するように構成されている。
【００８８】
　この場合、開閉機構２３は、図９および図１２に示すように、第１回転体３７と第２回
転体３８とのホームポジションを検出する位置検出部４２を備えている。ホームポジショ
ンとは、第１回転体３７の第１カムピン４０が回転フック２６の解除突起２６ａから離れ
た距離と、第２回転体３８の第２カムピン４１がスライドフック３０の解除フック３０ａ
から離れた距離と、がほぼ同じになる中間位置のことである。
【００８９】
　位置検出部４２は、図９および図１２に示すように、マイクロスイッチや光学センサな
どの検出素子であり、第１回転体３７の外周部に設けられた切欠部４３を検出することに
より、第１回転体３７と第２回転体３８とのホームポジションを検出するように構成され
ている。
【００９０】
　この場合、第１回転体３７の切欠部４３は、図９および図１２に示すように、第１回転
体３７の第１カムピン４０が回転フック２６の解除突起２６ａから離れた距離と、第２回
転体３８の第２カムピン４１がスライドフック３０の解除フック３０ａから離れた距離と
が、ほぼ同じになる第１回転体３７の外周部の位置に設けられている。なお、第２回転体
３８にも、第１回転体３７と同様、切欠部４３が設けられている。
【００９１】
　このため、開閉機構２３は、図１２（ａ）～図１２（ｃ）に示すように、第１回転体３
７と第２回転体３８とがホームポジションから時計回り方向に所定角度（例えば、約７０
°）正転して、回転フック２６によるケースフック２７のロックを解除してから所定時間
後、例えば０．５秒後に、第１回転体３７と第２回転体３８とを反時計回り方向に所定角
度（例えば、約７０°）逆転させた際に、位置検出部４２が第１回転体３７の切欠部４３
を検出することにより、第１回転体３７と第２回転体３８とがホームポジションに戻るよ
うに構成されている。
【００９２】
　また、この開閉機構２３は、図１２（ａ）～図１２（ｃ）に示すように、第１回転体３
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７と第２回転体３８とがホームポジションから反時計回り方向に所定角度（例えば、約７
０°）逆転して、スライドフック３０による蓋フック３１のロックを解除してから所定時
間後、例えば０．５秒後に、第１回転体３７と第２回転体３８とを時計回り方向に所定角
度（例えば、約７０°）正転させた際に、位置検出部４２が第１回転体３７の切欠部４３
を検出することにより、第１回転体３７と第２回転体３８とがホームポジションに戻るよ
うに構成されている。
【００９３】
　ところで、この金銭収納装置１は、図１３（ｂ）に点線で示すように、筐体３の横置き
状態と縦置き状態とを検出する設置位置検出部４４を備えている。この設置位置検出部４
４は、例えば圧力センサなどの検出素子であり、筐体３が縦置き状態とのときに、筐体３
の下面、つまり筐体３の横置き状態のときの正面３ａと反対側に位置する裏面３ｃに設け
られた複数の脚部１７に設けられ、筐体３が縦置き状態のときの筐体３の重量が加わるこ
とによって検出信号を出力するように構成されている。
【００９４】
　また、この金銭収納装置１は、図１、図２および図５に示すように、筐体３が横置き状
態のときに、筐体３の正面３ａに設けられて、印字面４５ａが上向きとなるようにレシー
ト４５を排出するレシート排出口４６を備えている。このレシート排出口４６は、筐体３
の横置き状態のときに、金銭収納ケース４の左側に位置する筐体３の正面３ａにおいて、
開閉蓋７が設けられた筐体３の上面３ｂ側に位置して設けられている。
【００９５】
　この場合、筐体３の内部には、図１、図２および図５に２点鎖線で示すように、レシー
ト４５の印字面４５ａに売上データなどの情報を印字するプリンタ４７が、レシート排出
口４６に対応して設けられている。すなわち、このプリンタ４７は、図示しないが、ロー
ル紙を収納するロール紙収納部と、このロール紙収納部からロール紙を引き出して売上デ
ータなどの情報を印字する印字部と、を備え、筐体３が横置き状態のときに、印字部で印
字されたロール紙を印字面４５ａが上向き状態でレシート排出口４６から手前側に向けて
排出して、レシート４５として発行するように構成されている。
【００９６】
　また、この金銭収納装置１は、図１および図５に示すように、筐体３が縦置き状態のと
きに、横置き状態のときの筐体３の正面３ａが上面に位置し、横置き状態のときの筐体３
の上面３ｂが手前側の正面を向き、横置き状態のときの筐体３の正面３ａに設けられたレ
シート排出口４６が筐体３の上面における手前側に位置するように構成されている。これ
により、このプリンタ４７は、印字部で印字されたロール紙を印字面４５ａが手前側の正
面に向いた状態でレシート排出口４６から筐体３の上方に向けて排出して、レシート４５
として発行するように構成されている。
【００９７】
　一方、このような金銭収納装置１とデータの授受を行うタブレット端末機２は、図１に
示すように、無線通信機能を有し、売上データなどの情報を登録処理するほか、金銭収納
装置１の開閉機構２３に動作指令を指示すると共に、プリンタ４７に印字指令を指示する
ように構成されている。この場合、金銭収納装置１も、無線通信機能を備え、設置位置検
出部４４で検出した筐体３の縦置き状態の情報をタブレット端末機２に送信するように構
成されている。
【００９８】
　これにより、タブレット端末機２は、無線通信機能によって、登録処理された売上デー
タなどの情報を金銭収納装置１に送信して、プリンタ４７を動作させてレシート４５を発
行させると共に、開閉機構２３を動作させて金銭収納ケース４を押し出したり、また開閉
蓋７を開いたりさせるように構成されている。
【００９９】
　次に、このような電子レジスタの作用について説明する。
　まず、金銭収納装置１を横置き状態で使用する場合には、金銭収納ケース４が引き出さ
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れるまたは押し出される側の面を正面３ａとして、筐体３を卓上などの載置面Ｔ上に配置
する。このときには、予め、筐体３の正面３ａに設けられたケース開口部５から金銭収納
ケース４を引き出し、この金銭収納ケース４内に複数の硬貨ボックス１１と第１紙幣ボッ
クス１２とを配置する。
【０１００】
　この場合には、予め、硬貨ボックス１１の内部に複数の仕切板１１ａを配置して、硬貨
ボックス１１の内部を金種ごとに仕切る。そして、複数の硬貨ボックス１１を金銭収納ケ
ース４内に配置する際には、硬貨ボックス１１の両側面に設けられた一対の係合突起１３
ａ、１３ｂを金銭収納ケース４内の両側面に設けられた一対の第１取付溝１４ａ、１４ｂ
に対応させて挿入する。
【０１０１】
　このときには、硬貨ボックス１１の一方の側面である左側の側面に設けられた一方の係
合突起１３ａを、金銭収納ケース４内の両側面のうちの一方の側面である左側の内側面に
設けられた一方の第１取付溝１４ａに対応させ、硬貨ボックス１１の他方の側面である右
側の側面に設けられた他方の係合突起１３ｂを、金銭収納ケース４内の両側面のうちの他
方の側面である右側の内側面に設けられた他方の第１取付溝１４ｂに対応させて、一対の
係合突起１３ａ、１３ｂを一対の第１取付溝１４ａ、１４ｂに挿入させる。
【０１０２】
　この場合、硬貨ボックス１１の一方の側面である左側の側面に設けられた一方の係合突
起１３ａを、金銭収納ケース４内の両側面のうちの他方の側面である右側の内側面に設け
られた他方の第１取付溝１４ｂに対応させ、硬貨ボックス１１の他方の側面である右側の
側面に設けられた他方の係合突起１３ｂを、金銭収納ケース４内の両側面のうちの一方の
側面である右側の内側面に設けられた一方の第１取付溝１４ａに対応させた際には、一対
の係合突起１３ａ、１３ｂが一対の第１取付溝１４ａ、１４ｂに挿入しない。
【０１０３】
　このように、硬貨ボックス１１の一対の係合突起１３ａ、１３ｂが金銭収納ケース４内
の一対の第１取付溝１４ａ、１４ｂに挿入しないときには、硬貨ボックス１１の前後方向
の向きが逆向きであることが判断される。このため、硬貨ボックス１１を左右逆向きにし
て、左右一対の係合突起１３ａ、１３ｂを金銭収納ケース４内の一対の第１取付溝１４ａ
、１４ｂに挿入させれば良い。
【０１０４】
　このように、硬貨ボックス１１の左右一対の係合突起１３ａ、１３ｂが金銭収納ケース
４内の一対の第１取付溝１４ａ、１４ｂに挿入された際には、複数の硬貨ボックス１１の
各湾曲面が正面側を向き、かつ複数の硬貨ボックス１１の上端部と金銭収納ケース４の上
端部とが同じ高さで、複数の硬貨ボックス１１が金銭収納ケース４内の前側に並んで配置
される。
【０１０５】
　一方、第１紙幣ボックス１２を金銭収納ケース４内に配置する際には、予め、第１紙幣
ボックス１２の内部に複数の仕切板１２ａを配置して、第１紙幣ボックス１２の内部を金
種ごとに仕切る。この場合には、複数の仕切板１２ａそれぞれを第１紙幣ボックス１２の
底面に対して垂直に近い角度、つまり底面に対して第１紙幣ボックス１２の前側に向けて
少し傾いた傾斜角度で起立させて設ける。
【０１０６】
　そして、この第１紙幣ボックス１２を金銭収納ケース４内に配置する際には、第１紙幣
ボックス１２の前後一対の規制突起１５ａ、１５ｂを、金銭収納ケース４内の両側面に設
けられた前後の一対の第２取付溝１６ａに対応させて挿入させる。
【０１０７】
　このときには、第１紙幣ボックス１２の一方の側面である左側の側面に設けられた前後
の各規制突起１５ａを、金銭収納ケース４内の一方の側面である左側の内側面に設けられ
た前後の各第２取付溝１６ａにそれぞれ対応させ、第１紙幣ボックス１２の他方の側面で
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ある右側の側面に設けられた前後の各規制突起１５ｂを、金銭収納ケース４内の他方の側
面である右側の内側面に設けられた前後の各第２取付溝１６ｂにそれぞれ対応させると、
前後一対の規制突起１５ａ、１５ｂが前後一対の第２取付溝１６ｂにそれぞれ挿入する。
【０１０８】
　この場合、第１紙幣ボックス１２の一方の側面である左側の側面に設けられた前後の各
規制突起１５ａを、金銭収納ケース４内の他方の側面である右側の内側面に設けられた前
後の各第２取付溝１６ｂにそれぞれ対応させ、第１紙幣ボックス１２の他方の側面である
右側の側面に設けられた前後の各規制突起１５ｂを、金銭収納ケース４内の一方の側面で
ある左側の内側面に設けられた前後の各第２取付溝１６ａにそれぞれ対応させた際には、
前後一対の規制突起１５ａ、１５ｂが前後一対の第２取付溝１６ｂに挿入しない。
【０１０９】
　このときには、第１紙幣ボックス１２の前後方向の向きが逆向きであることが判断され
る。このため、第１紙幣ボックス１２を左右逆向きにして、前後一対の規制突起１５ａ、
１５ｂを金銭収納ケース４内の前後一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂに対応させて挿入さ
せれば良い。
【０１１０】
　これにより、第１紙幣ボックス１２内に設けられた複数の仕切板１２ａが正面側に少し
傾いた状態で、第１紙幣ボックス１２の下面が金銭収納ケース４の底面に当接して、第１
紙幣ボックス１２の上端部と金銭収納ケース４の上端部とが同じ高さで、第１紙幣ボック
ス１２が金銭収納ケース４内の奥側に前後方向の向きを間違えずに配置される。
【０１１１】
　この状態で、金銭収納ケース４を筐体３内に押し込んで収納する。このときには、ロッ
ク機構２２の第１ロック部２４によって金銭収納ケース４が筐体３内にロックされる。す
なわち、金銭収納ケース４が筐体３内に押し込まれると、金銭収納ケース４の奥端部が第
１ロック部２４の第１ばね部２８を押圧して圧縮させる。
【０１１２】
　このときには、金銭収納ケース４の奥端部に設けられたケースフック２７が、筐体３内
の奥側に設けられた回転フック２６を、第１補助ばね部２９のばね力に抗して回転させた
上、第１補助ばね部２９のばね力によって回転フック２６が回転してケースフック２７を
係止する。これにより、金銭収納ケース４が筐体３内にロックされる。
【０１１３】
　また、筐体３が横置き状態のときに、筐体３の上面３ｂに位置する開閉蓋７を筐体３の
上面３ｂに向けて押し付けて、筐体３の上面３ｂの蓋開口部１０を塞ぐ。このときには、
開閉蓋７に設けられたスタンド収納部２１内にスタンド２０が自重によって回転して収納
された状態で、ロック機構２２の第２ロック部２５によって開閉蓋７が筐体３にロックさ
れる。
【０１１４】
　すなわち、開閉蓋７が第２ロック部２５の第２ばね部２８のばね力によって回動機構８
の回動軸８ａを中心に回転して、筐体３の蓋開口部１０を塞ぐ際には、開閉蓋７に設けら
れた第２ロック部２５の蓋フック３１が、筐体３内にスライド可能に設けられたスライド
フック３０を第２補助ばね部３３のばね力に抗してスライドさせた上、スライドフック３
０が第２補助ばね部３３のばね力によってスライドして蓋フック３１を係止する。これに
より、開閉蓋７が筐体３の蓋開口部１０を塞いだ状態で、開閉蓋７がロックされる。
【０１１５】
　このような状態で、金銭収納装置１を横置き状態で使用する場合には、まず、タブレッ
ト端末機２を操作して無線通信で金銭収納装置１に開閉機構２３の動作指令を指示する。
このときには、横置き状態の筐体３の裏面３ｃに設けられた複数の脚部１７に金銭収納装
置１の重量が加わっていない。このため、金銭収納装置１の設置位置検出部４４が筐体３
の横置き状態を検出する。この設置位置検出部４４からの検出信号に基づいて、タブレッ
ト端末機２が金銭収納装置１の開閉機構２３に動作指令を指示する。
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【０１１６】
　すると、開閉機構２３のモータ３４が回転して駆動車３５が中間車３６を回転させ、こ
の中間車３６によって第１回転体３７と第２回転体３８とを時計回りに正転させる。すな
わち、第１回転体３７と第２回転体３８とは、予め、位置検出部４２が第１回転体３７の
外周部に設けられた切欠部４３を検出したホームポジションに配置されている。
【０１１７】
　この状態で、第１回転体３７と第２回転体３８とが時計回りに所定角度（例えば、約７
０°）正転すると、第２回転体３８の第２カムピン４１がスライドフック３０の解除フッ
ク３０ａから離れる方向に回転移動するが、第１回転体３７の第１カムピン４０が回転フ
ック２６の解除突起２６ａに向けて回転移動して解除突起２６ａに当接し、回転フック２
６を第１補助ばね部２９のばね力に抗して回転させる。
【０１１８】
　これにより、回転フック２６によるケースフック２７のロックが解除され、第１ばね部
２８がばね力によって金銭収納ケース４を筐体３のケース開口部５から外部に向けて押し
出す。すると、モータ３４が所定時間後、例えば０．５秒後に逆転して第１回転体３７と
第２回転体３８とを反時計回り方向に逆転させる。そして、位置検出部４２が第１回転体
３７の切欠部４３を検出した際に、モータ３４の回転が停止されて、第１回転体３７と第
２回転体３８とがホームポジションに戻る。
【０１１９】
　この状態で、操作者と顧客との間で金銭の授受を行うと共に、タブレット端末機２で売
上データなどの情報を入力し、この入力した情報を無線通信で金銭収納装置１に送信し、
プリンタ４７に動作指令を指示する。すると、プリンタ４７がロール紙収納部からロール
紙を引き出して印字部で売上データなどの情報を印字し、印字されたロール紙を、印字面
４５ａが上向き状態でレシート排出口４６から筐体３の手前側に向けて排出させて、レシ
ート４５として発行する。
【０１２０】
　次に、金銭収納装置１を縦置き状態で使用する場合について説明する。
この場合には、金銭収納ケース４が引き出されるまたは押し出される側の正面３ａを上面
にし、横置き状態のときの筐体３の上面３ｂを手前側の正面に向けて、横置き状態のとの
筐体３の奥側の裏面３ｃを下面にして卓上などの載置面Ｔ上に配置する。このときには、
筐体３の裏面３ｃにおける四隅に設けられた複数の脚部１７が卓上などの載置面Ｔ上に押
し当てられて、筐体３が縦置き状態で配置される。
【０１２１】
　この場合には、予め、筐体３を横置き状態にして、筐体３のケース開口部５から金銭収
納ケース４を引き出し、この金銭収納ケース４内から第１紙幣ボックス１２を取り出し、
この第１紙幣ボックス１２が取り出した金銭収納ケース４内に複数の硬貨ボックス１１を
横向きに配置する。すなわち、図４に示すように、硬貨ボックス１１は、開放側である硬
貨投入口を横に向けて、一対の係合突起１３ａ、１３ｂを金銭収納ケース４内の前後一対
の第２取付溝１６ａ、１６ｂに上方から挿入させる。
【０１２２】
　このときには、複数の硬貨ボックス１１の一方の側面である左側の側面に設けられた各
係合突起１３ａを、金銭収納ケース４内の一方の側面である左側の内側面に設けられた前
後の各第２取付溝１６ａにそれぞれ対応させ、各硬貨ボックス１１の他方の側面である右
側の側面に設けられた各係合突起１３ｂを、金銭収納ケース４内の他方の側面である右側
の内側面に設けられた前後の各第２取付溝１６ｂにそれぞれ対応させて挿入させる。
【０１２３】
　この場合、複数の硬貨ボックス１１の一方の側面である左側の側面に設けられた各係合
突起１３ａを、金銭収納ケース４内の他方の側面である右側の内側面に設けられた前後の
各第２取付溝１６ｂにそれぞれ対応させ、各硬貨ボックス１１の他方の側面である右側の
側面に設けられた各係合突起１３ｂを、金銭収納ケース４内の一方の側面である左側の内
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側面に設けられた前後の各第２取付溝１６ａに対応させた際には、一対の係合突起１３ａ
、１３ｂが前後の一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂに挿入しない。
【０１２４】
　このときには、複数の硬貨ボックス１１の前後方向の向きが逆向きであることが判断さ
れる。このため、複数の硬貨ボックス１１それぞれを左右逆向きにして、前後一対の規制
突起１５ａ、１５ｂを金銭収納ケース４内の前後一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂに対応
させて挿入させれば良い。
【０１２５】
　これにより、複数の硬貨ボックス１１の一対の係合突起１３ａ、１３ｂが金銭収納ケー
ス４の一対の第２取付溝１６ａ、１６ｂにそれぞれ対応して挿入された際には、筐体３が
横向き状態のときに、金銭収納ケース４内に配置される複数の硬貨ボックス１１の前後方
向の向き、つまり縦置き状態のときの上下方向の向きを間違えずに、複数の硬貨ボックス
１１が金銭収納ケース４内に開放側の硬貨投入口を横に向けた状態で配置される。
【０１２６】
　このため、金銭収納ケース４を筐体３内に押し込んで、筐体３を縦置き状態で卓上など
の載置面Ｔ上に配置した際には、金銭収納ケース４が筐体３内に縦向き状態で配置され、
この縦向き状態の金銭収納ケース４内に複数の硬貨ボックス１１が開放側の硬貨投入口を
上に向けた状態で上下２段に配置される。
【０１２７】
　また、このときには、金銭収納ケース４が筐体３内に押し込まれることにより、金銭収
納ケース４の奥端部が第１ロック部２４の第１ばね部２８を押圧して圧縮させ、金銭収納
ケース４の奥端部に設けられたケースフック２７が、筐体３内の奥側に設けられた回転フ
ック２６を第１補助ばね部２９のばね力に抗して反時計回り方向に回転させた上、第１補
助ばね部２９のばね力によって回転フック２６が回転してケースフック２７を係止する。
これにより、金銭収納ケース４が筐体３内にロックされる。
【０１２８】
　一方、筐体３を縦置き状態で配置する際には、予め、縦置き状態で開閉蓋７を開いて開
閉蓋７の内面である上面に第２紙幣ボックス１８を配置する。この第２紙幣ボックス１８
は、上面側が紙幣投入口として開放され、内部が複数の仕切板１８ａによって金種ごとに
仕切られている。この場合には、複数の仕切板１８ａを第２紙幣ボックス１８の底面に対
して第２紙幣ボックス１８の前側に向けて第１紙幣ボックス１２の仕切板１２ａよりも大
きく傾いた角度で傾斜させて設ける。
【０１２９】
　これにより、第２紙幣ボックス１８は、筐体３が縦向き状態で、開閉蓋７が下部側に位
置する回動機構８の回動軸８ａを中心に回転して筐体３の蓋開口部１０を塞いだ際に、図
８（ａ）に示すように、第２紙幣ボックス１８の開放側である紙幣投入口が複数の硬貨ボ
ックス１１の前側に対面した状態で、複数の硬貨ボックス１１を奥側に押し込んで、金銭
収納ケース４内に収納される。
【０１３０】
　また、開閉蓋７が筐体３の蓋開口部１０を塞ぐ際には、開閉蓋７に設けられた第２ロッ
ク部２５の蓋フック３１が筐体３内にスライド可能に設けられたスライドフック３０を第
２補助ばね部３３のばね力に抗してスライドさせた上、蓋フック３１がスライドフック３
０に第２補助ばね部３３のばね力によって係止される。これにより、開閉蓋７が筐体３の
蓋開口部１０を塞いだ状態で、開閉蓋７がロックされる。
【０１３１】
　このような金銭収納装置１を縦置き状態で使用する場合には、まず、タブレット端末機
２を操作して無線通信で金銭収納装置１に開閉機構２３の動作指令を指示する。このとき
には、横置き状態のときの筐体３の裏面３ｃに設けられた複数の脚部１７に金銭収納装置
１の重量が加わることにより、金銭収納装置１の設置位置検出部４４が筐体３の縦置き状
態を検出する。この設置位置検出部４４からの検出信号に基づいて、タブレット端末機２
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が金銭収納装置１の開閉機構２３に動作指令を指示する。
【０１３２】
　このときには、開閉機構２３のモータ３４が逆転して駆動車３５が中間車３６を回転さ
せ、この中間車３６によって第１回転体３７と第２回転体３８とが反時計回りに逆転する
。すなわち、第１回転体３７と第２回転体３８とは、予め、位置検出部４２が第１回転体
３７の外周部に設けられた切欠部４３を検出したホームポジションに配置されている。
【０１３３】
　この状態で、第１回転体３７と第２回転体３８とが反時計回りに所定角度（例えば、７
０°）逆転すると、第１回転体３７の第１カムピン４０が回転フック２６の解除突起２６
ａから離れる方向に回転移動するが、第２カムピン４１がスライドフック３０の解除フッ
ク３０ａに向けて回転移動して解除フック３０ａに当接して、スライドフック３０を第２
補助ばね部３３のばね力に抗してスライドさせる。
【０１３４】
　これにより、第２ロック部２５のスライドフック３０による蓋フック３１のロックが解
除される。すると、第２ばね部３２のばね力によって蓋フック３１が開閉蓋７と共に回動
機構８の回動軸８ａを中心に回転して、開閉蓋７を筐体３の蓋開口部１０から押し出して
蓋開口部１０を開放させる。すると、所定時間後、例えば、０．５秒後にモータ３４が正
転して第１回転体３７と第２回転体３８とを時計回り方向に正転させる。そして、位置検
出部４２が第１回転体３７の切欠部４３を検出すると、モータ３４の回転が停止されて、
第１回転体３７と第２回転体３８とがホームポジションに戻る。
【０１３５】
　このように開閉蓋７が回転して開くときには、起立状態のスタンド２０が自重によって
取付軸２０ｃを中心に回転して、開閉蓋７の開き角度つまり横倒角度に応じて、スタンド
２０がスタンド収納部２１内から徐々に抜け出す。そして、筐体３が縦置き状態で、開閉
蓋７が手前側に向けて回転して横倒することにより、筐体３の蓋開口部１０を開放させた
際に、スタンド２０の一対のアーム部２０ａが開閉蓋７に対してほぼ垂直な状態になり、
連結部２０ｂが卓上などの載置面Ｔ上に配置されて、開閉蓋７を載置面Ｔとほぼ平行な水
平状態で支持する。
【０１３６】
　これにより、筐体３が縦置き状態で開閉蓋７が横倒して開いていても、スタンド２０に
よって安定した状態で配置することができる。すなわち、筐体３が縦置き状態で開閉蓋７
が横倒して開いた状態では、筐体３の重心位置が開閉蓋７側に向けて移動して、不安定な
状態になるが、スタンド２０によって開閉蓋７が横倒して開いた縦置き状態の筐体３を安
定させた状態で配置することができる。この状態で、複数の硬貨ボックス１１を手前側の
正面に向けてスライドさせて蓋開口部１０に近付けて、硬貨ボックス１１に硬貨を投入さ
せ易くする。
【０１３７】
　そして、操作者と顧客との間で金銭の授受を行うと共に、タブレット端末機２で売上デ
ータなどの情報を入力し、この入力した情報を無線通信で金銭収納装置１に送信し、プリ
ンタ４７に動作指令を指示する。すると、プリンタ４７がロール紙収納部からロール紙を
引き出して印字部で売上データなどの情報を印字し、印字されたロール紙を印字面４５ａ
が前向き状態でレシート排出口４６から筐体３の上方に向けて排出させて、レシート４５
として発行する。
【０１３８】
　このように、この電子レジスタの金銭収納装置１によれば、金銭収納ケース４が押し出
される側の面を正面３ａとして配置される横置き状態と、この横置き状態のときの正面３
ａが上面となるように配置される縦置き状態とに配置される筐体３と、この筐体３におけ
る横置き状態のときの上面３ｂの一部に設けられ、筐体３の縦置き状態のときに手前側が
開放方向となる開閉蓋７と、金銭収納ケース４と開閉蓋７とを個別にロックするロック機
構２２と、一方向に回転したときにロック機構２２による金銭収納ケース４のロックを解
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除し、逆方向に回転したときにロック機構２２による開閉蓋７のロックを解除する第１、
第２回転体３７、３８を有する開閉機構２３と、を備えていることにより、金銭収納ケー
ス４と開閉蓋７とを個別に開放させて良好に使用することができる。
【０１３９】
　すなわち、この金銭収納装置１では、開閉機構２３の第１、第２回転体３７、３８を一
方向に正転させると、ロック機構２２による金銭収納ケース４のロックを解除することが
できるので、金銭収納ケース４を筐体３内から引き出すことができ、これにより金銭収納
ケース４を良好に使用することができる。また、開閉機構２３の第１、第２回転体３７、
３８を逆方向に逆転させると、ロック機構２２による開閉蓋７のロックを解除することが
できるので、開閉蓋７を開くことができ、これにより筐体３の蓋開口部１０を開放させて
良好に使用することができる。このため、金銭収納ケース４と開閉蓋７とを個別に開放さ
せて良好に使用することができるので、使い勝手が良い。
【０１４０】
　この場合、ロック機構２２は、金銭収納ケース４をロックする第１ロック部２４と、開
閉蓋７をロックする第２ロック部２５と、を備えていることにより、第１ロック部２４に
よって金銭収納ケース４を確実にかつ良好にロックすることができ、また第２ロック部２
５によって開閉蓋７を確実にかつ良好にロックすることができるので、ロック機構２２に
よって金銭収納ケース４と開閉蓋７とを個別にロックすることができる。
【０１４１】
　すなわち、第１ロック部２４は、筐体３内の奥部に回動可能に設けられた回転フック２
６と、金銭収納ケース４の奥端部に設けられて回転フック２６に係脱可能に係止されるケ
ースフック２７と、筐体３内の奥端部に設けられて金銭収納ケース４を筐体３のケース開
口部５から外部に向けて押し出す方向に付勢する第１ばね部２８と、を備えていることに
より、回転フック２６によってケースフック２７を係止することができるので、金銭収納
ケース４を筐体３に確実にロックすることができる。
【０１４２】
　この場合、第１ロック部２４は、金銭収納ケース４が筐体３内に押し込まれて、金銭収
納ケース４の奥端部が第１ばね部２８を押圧して圧縮させた際に、金銭収納ケース４のケ
ースフック２７が筐体３内の回転フック２６を第１補助ばね部２９のばね力に抗して回転
させた上、第１補助ばね部２９のばね力によって回転フック２６を回転させて、回転フッ
ク２６にケースフック２７を確実に係止させることができるので、筐体３内に押し込まれ
た金銭収納ケース４を確実にかつ良好にロックすることができる。
【０１４３】
　また、この第１ロック部２４は、筐体３内の回転フック２６が第１補助ばね部２９のば
ね力に抗して回転した際に、回転フック２６によるケースフック２７の係止を解除するこ
とができ、これにより第１ばね部２８がばね力によって金銭収納ケース４を筐体３内から
外部に向けて確実にかつ良好に押し出すことができる。
【０１４４】
　一方、第２ロック部２５は、筐体３内に配置されて金銭収納ケース４の引出方向にスラ
イドするスライドフック３０と、開閉蓋７の内面に設けられてスライドフック３０に係脱
可能に係止される蓋フック３１と、開閉蓋７を筐体３の蓋開口部１０から外部に向けて押
し出す方向に付勢する第２ばね部３２と、を備えていることにより、スライドフック３０
によって蓋フック３１を係止することができるので、開閉蓋７を筐体３に対して確実にロ
ックすることができる。
【０１４５】
　すなわち、第２ロック部２５は、開閉蓋７が第２ばね部２８のばね力に抗して回動機構
８の回動軸８ａを中心に回転して、筐体３の蓋開口部１０を塞ぐ際に、開閉蓋７の蓋フッ
ク３１が筐体３内のスライドフック３０を第２補助ばね部３３のばね力に抗してスライド
させた上、蓋フック３１をスライドフック３０に第２補助ばね部３３のばね力によって確
実に係止させることができるので、開閉蓋７が筐体３の蓋開口部１０を塞いだ状態で、開
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閉蓋７を確実にロックすることができる。
【０１４６】
　また、この第２ロック部２５は、スライドフック３０が第２補助ばね部３３のばね力に
抗してスライドした際に、スライドフック３０による蓋フック３１の係止を解除すること
ができ、これにより第２ばね部３２のばね力によって蓋フック３１を開閉蓋７と共に回動
機構８の回動軸８ａを中心に回転させて、開閉蓋７を筐体３の蓋開口部１０から押し出し
て筐体３の蓋開口部１０を確実に開放させることができる。
【０１４７】
　また、この金銭収納装置１では、開閉機構２３が、１つの駆動源であるモータ３４によ
って正転および逆転する第１回転体３７と、モータ３４によって第１回転体３７と同じ方
向に回転する第２回転体３８と、を備え、第１回転体３７の正転によってロック機構２２
による金銭収納ケース４のロックを解除し、第２回転体３８の逆転によってロック機構２
２による開閉蓋７のロックを解除することにより、金銭収納ケース４と開閉蓋７とを個別
に開放させて良好に使用することができる。
【０１４８】
　すなわち、この開閉機構２３では、モータ３４の回転によって第１回転体３７と第２回
転体３８とが共に時計回り方向に正転した際に、第２回転体３８に設けられた第２カムピ
ン４１がスライドフック３０の解除フック３０ａから離れる方向に回転移動するが、第１
回転体３７に設けられた第１カムピン４０が回転フック２６の解除突起２６ａに向けて回
転移動して解除突起２６ａに当接することにより、回転フック２６を第１補助ばね部２９
のばね力に抗して回転させることができるので、回転フック２６によるケースフック２７
のロックを確実にかつ良好に解除することができる。
【０１４９】
　また、この開閉機構２３では、モータ３４の回転によって第１回転体３７と第２回転体
３８とが共に反時計回り方向に逆転した際に、第１回転体３７の第１カムピン４０が回転
フック２６の解除突起２６ａから離れる方向に回転移動するが、第２カムピン４１がスラ
イドフック３０の解除フック３０ａに向けて回転移動して解除フック３０ａに当接するこ
とにより、スライドフック３０を第２補助ばね部３３のばね力に抗してスライドさせるこ
とができるので、スライドフック３０による蓋フック３１のロックを確実にかつ良好に解
除することができる。
【０１５０】
　この場合、第１回転体３７と第２回転体３８とは、同一形状で、かつ同一構造であるこ
とにより、部品の共通化を図ることができ、これにより製造工程の簡素化を図ることがで
きると共に、部品点数を削減することができるので、製造コストの低価格化を図ることが
できる。
【０１５１】
　また、この開閉機構２３では、第１回転体３７と第２回転体３８とが、駆動源であるモ
ータ３４によって回転する１つの中間回転体３６によって同じ方向に正転および逆転する
ことにより、第１回転体３７が第１カムピン４０を備え、第２回転体３８が第２カムピン
４１を備えていても、第１回転体３７と第２回転体３８とを同一形状で、かつ同一構造に
することができるので、部品の共通化を図ることができる。
【０１５２】
　また、この開閉機構２３では、第１回転体３７と第２回転体３８とのホームポジション
を検出する位置検出部４２を備えているので、第１回転体３７と第２回転体３８とを確実
にかつ良好にホームポジションに戻ることができる。この場合、ホームポジションとは、
第１回転体３７の第１カムピン４０が回転フック２６の解除突起２６ａから離れた距離と
、第２回転体３８の第２カムピン４１がスライドフック３０の解除フック３０ａから離れ
た距離と、がほぼ同じになる中間位置のことである。
【０１５３】
　位置検出部４２は、マイクロスイッチや光学センサなどの検出素子であり、第１回転体
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３７の外周部に設けられた切欠部４３を検出することにより、第１回転体３７と第２回転
体３８とのホームポジションを検出することにより、第１回転体３７と第２回転体３８と
を確実にかつ良好にホームポジションに戻すことができる。
【０１５４】
　すなわち、この開閉機構２３では、第１回転体３７と第２回転体３８とがホームポジシ
ョンから時計回り方向に所定角度（例えば、約７０°）正転して、回転フック２６による
ケースフック２７のロックを解除して、所定時間後、例えば０．５秒後に第１回転体３７
と第２回転体３８とを反時計回り方向に所定角度（例えば、約７０°）逆転させた際に、
位置検出部４２が第１回転体３７の切欠部４３を検出することにより、第１回転体３７と
第２回転体３８とを確実にホームポジションに戻すことができる。
【０１５５】
　また、この開閉機構２３では、第１回転体３７と第２回転体３８とがホームポジション
から反時計回り方向に所定角度（例えば、約７０°）逆転して、スライドフック３０によ
る蓋フック３１のロックを解除して、所定時間後、例えば０．５秒後に第１回転体３７と
第２回転体３８とを時計回り方向に所定角度（例えば、約７０°）正転させた際に、位置
検出部４２が第１回転体３７の切欠部４３を検出することにより、第１回転体３７と第２
回転体３８とを確実にホームポジションに戻すことができる。
【０１５６】
　さらに、この金銭収納装置１では、筐体３の横置き状態と縦置き状態とを検出する設置
位置検出部４４を備えていることにより、筐体３が横置き状態であるか、縦置き状態であ
るかを設置位置検出部４４によって検出することができ、これにより開閉機構２３のモー
タ３４の回転方向を指示することができ、筐体３の横置き状態と縦置き状態とに応じて金
銭収納ケース４と開閉蓋７との何れかを正確に選択して開放させることができる。
【０１５７】
　なお、上述した実施形態では、スタンド２０が一対のアーム部２０ａと、これら一対の
アーム部２０ａの端部同士を連結する連結部２０ｂと、を備えた構造である場合について
述べたが、この発明は、これに限らず、例えば図１４（ａ）に示す第１変形例のような構
造であっても良く、また図１４（ｂ）に示す第２変形例のような構造であっても良い。
【０１５８】
　すなわち、図１４（ａ）に示された第１変形例のスタンド５０は、自重で垂れ下がる方
向の長さが調整可能な構造になっている。つまり、このスタンド５０は、一対のアーム部
５１が、角筒状の固定アーム５１ａと、この固定アーム５１ａ内に圧接状態でスライド可
能に挿入する挿入部５１ｃを有するスライドアーム５１ｂと、を備えている。
【０１５９】
　この場合、挿入部５１ｃと反対側に位置する固定アーム５１ａは、スタンド収納部５３
内に取付軸２０ｃによって回転自在に取り付けられている。一対のスライドアーム５１ｂ
は、挿入部５１ｃと反対側の端部同士が連結部５２によって連結されている。また、スタ
ンド収納部５３は、一対のアーム部５１を収納する一対のアーム収納部５３ａと、連結部
５２を収納する連結収納部５３ｂと、を備え、この連結収納部５３ｂがスライドアーム５
１ｂのスライド長さと同じ長さのスタンド幅をもって広く形成された構造になっている。
【０１６０】
　これにより、この第１変形例のスタンド５０によれば、筐体３が縦置き状態で、開閉蓋
７が手前側に向けて回転して横倒することにより、筐体３の蓋開口部１０を開放させた際
に、一対のアーム部５１が自重でスタンド収納部５３から抜け出して、連結部５２を卓上
などの載置面Ｔ上に配置させることができる。
【０１６１】
　このときに、開閉蓋７が卓上などの載置面Ｔ上に対して上下方向に傾いているときには
、スライドアーム５１ｂの挿入部５１ｃが固定アーム５１ａに挿入する挿入長さを調整し
て一対のアーム部５１の長さを調整することにより、一対のアーム部５１を開閉蓋７に対
してほぼ垂直な状態にして、卓上などの載置面Ｔ上に対して開閉蓋７をほぼ平行な水平な
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状態で良好に支持することができる。
【０１６２】
　また、このスタンド５０では、スライドアーム５１ｂの挿入部５１ｃが固定アーム５１
ａに挿入する挿入長さを調整して一対のアーム部５１の長さを調整することにより、卓上
などの載置面Ｔ上に対して開閉蓋７を上方に傾けた状態で使用することで、設置スペース
を更に狭くすることができる。
【０１６３】
　また、図１４（ｂ）に示された第２変形例のスタンド５５は、開閉蓋７に対する取付位
置が調整可能な構造であり、これ以外は第１変形例のスタンド５０とほぼ同じ構造になっ
ている。すなわち、このスタンド５５を収納するスタンド収納部５３の一対のアーム収納
部５３ａには、一対のアーム部５１の各固定アーム５１ａに設けられた取付軸２０ｃを取
り付けるための複数の取付孔５６がアーム収納部５３ａに沿って設けられている。
【０１６４】
　これにより、このスタンド５５によれば、筐体３が縦置き状態で、開閉蓋７が手前側に
向けて回転して横倒することにより、筐体３の蓋開口部１０を開放させた際に、一対のア
ーム部５１が自重でスタンド収納部５３から抜け出して、連結部５２を卓上などの載置面
Ｔ上に配置させることができる。
【０１６５】
　このときに、開閉蓋７が卓上などの載置面Ｔ上に障害物が存在しているときには、スタ
ンド収納部５３の一対のアーム収納部５３ａに対する一対のアーム部５１の各固定アーム
５１ａに設けられた取付軸２０ｃが取り付けられる取付孔５６を変更することにより、取
付軸２０ｃの取付位置を調整することができるので、卓上などの載置面Ｔ上に障害物が存
在していても、載置面Ｔ上に対して開閉蓋７をほぼ水平な状態で良好に支持することがで
きる。
【０１６６】
　また、このスタンド５５では、スタンド収納部５３の一対のアーム収納部５３ａに対す
る一対のアーム部５１の各固定アーム５１ａに設けられた取付軸２０ｃが取り付けられる
取付孔５６を変更することにより、卓上などの載置面Ｔ上に対して開閉蓋７を上方に傾け
た状態で使用することで、設置スペースを更に狭くすることができる。
【０１６７】
　また、上述した実施形態では、筐体３が横置き状態のとの上面３ｂに開閉蓋７を設けた
場合について述べたが、この発明は、これに限らず、筐体３が横置き状態のときの下面に
開閉蓋７を設けた構造であっても良い。
【０１６８】
　また、上述した実施形態では、開閉機構２３が、モータ３４によって回転する中間車３
６、第１回転体３７、および第２回転体３８が歯車である場合について述べたが、この発
明は、これに限らず、中間車、第１回転体、および第２回転体をプーリで構成して、中間
車の回転をベルトで第１回転体および第２回転体に伝達するように構成しても良い。
【０１６９】
　さらに、上述した実施形態では、開閉機構２３が、モータ３４によって回転する中間車
３６、第１回転体３７、および第２回転体３８を備えた構造である場合について述べたが
、この発明は、これに限らず、モータ３４によって正転および逆転する１つの回転体を設
け、この回転体に第１カムピン４０と第２カムピン４１とを設けた構造であっても良い。
【０１７０】
　以上、この発明の一実施形態について説明したが、この発明は、これに限られるもので
はなく、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲を含むものである。
　以下に、本願の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
【０１７１】
（付記）
　請求項１に記載の発明は、金銭収納ケースが引き出されるまたは押し出される側の面を
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正面として配置される横置き状態と、前記横置き状態のときの前記正面が上面となるよう
に配置される縦置き状態とに配置される筐体と、前記筐体における前記横置き状態のとき
の上面の一部または下面の一部に設けられ、前記筐体の前記縦置き状態のときに、手前側
が開放方向となる開閉蓋と、前記金銭収納ケースと前記開閉蓋とを個別にロックするロッ
ク機構と、一方向に回転したときに前記ロック機構による前記金銭収納ケースのロックを
解除し、逆方向に回転したときに前記ロック機構による前記開閉蓋のロックを解除する回
転体を有する開閉機構と、を備えていることを特徴とする金銭収納装置である。
【０１７２】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の金銭収納装置において、前記ロック機構は
、前記金銭収納ケースをロックする第１ロック部と、前記開閉蓋をロックする第２ロック
部と、を備えていることを特徴とする金銭収納装置である。
【０１７３】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または請求項２に記載の金銭収納装置において、前
記開閉機構の前記回転体は、１つの駆動源によって正転および逆転する第１回転体と、前
記駆動源によって前記第１回転体と同じ方向に回転する第２回転体と、を備え、前記第１
回転体の正転によって前記ロック機構による前記金銭収納ケースのロックを解除し、前記
第２回転体の逆転によって前記ロック機構による前記開閉蓋のロックを解除することを特
徴とする金銭収納装置である。
【０１７４】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の金銭収納装置において、前記第１回転体と
前記第２回転体とは、同一形状で、かつ同一構造であることを特徴とする金銭収納装置で
ある。
【０１７５】
　請求項５に記載の発明は、請求項３または請求項４に記載の金銭収納装置において、前
記第１回転体と前記第２回転体とは、前記駆動源によって回転する１つの中間回転体によ
って同じ方向に正転および逆転することを特徴とする金銭収納装置である。
【０１７６】
　請求項６に記載の発明は、請求項１～請求項５のいずれかに記載の金銭収納装置におい
て、前記開閉機構は、前記回転体のホームポジションを検出する位置検出部を備えている
ことを特徴とする金銭収納装置である。
【０１７７】
　請求項７に記載の発明は、請求項１～請求項６のいずれかに記載の金銭収納装置におい
て、前記開閉機構は、前記筐体の前記横置き状態と前記縦置き状態とを検出する設置検出
部を備えていることを特徴とする金銭収納装置である。
【符号の説明】
【０１７８】
　１　金銭収納装置
　２　タブレット端末機
　３　筐体
　３ａ　正面
　３ｂ　上面
　３ｃ　裏面
　４　金銭収納ケース
　５　ケース開口部
　６　スライド機構
　７　開閉蓋
　８　回動機構
　８ａ　回動軸
　１０　蓋開口部
　１１　硬貨ボックス
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　１１ａ、１２ａ、１８ａ　仕切板
　１２　第１紙幣ボックス
　１３ａ、１３ｂ　係合突起
　１３ｃ、１５ｄ　横幅
　１３ｄ　厚み
　１４ａ、１４ｂ　第１取付溝
　１４ｃ、１６ｃ　溝幅
　１５ａ、１５ｂ　規制突起
　１６ａ、１６ｂ　第２取付溝
　１７　脚部
　１８　第２紙幣ボックス
　２０、５０、５５　スタンド
　２１、５３　スタンド収納部
　２０ａ、５１　アーム部
　２０ｂ、５２　連結部
　２０ｃ　取付軸
　２２　ロック機構
　２３　開閉機構
　２４　第１ロック部
　２５　第２ロック部
　２６　回転フック
　２６ａ　解除突起
　２７　ケースフック
　２８　第１ばね部
　２９　第１補助ばね部
　３０　スライドフック
　３０ａ　解除フック
　３１　蓋フック
　３２　第２ばね部
　３３　第２補助ばね部
　３４　モータ
　３５　駆動車
　３６　中間車
　３７　第１回転体
　３８　第２回転体
　４０　第１カムピン
　４１　第２カムピン
　４２　位置検出部
　４４　設置位置検出部
　４５　レシート
　４５ａ　印字面
　４６　レシート排出口
　４７　プリンタ
　５１ａ　固定アーム
　５１ｂ　スライドアーム
　５１ｃ　挿入部
　５６　取付孔
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